
掲載数 22

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 横須賀市立 高複合
地歴
･公民
・社会

生命科学と倫理

「現代の諸課題と倫理」の単元における「生命科学と倫理」において、生命の大切さにつ
いて扱った。具体的には、「受精卵診断」や「臓器売買」、iPS細胞による再生医療であ
る。論点を整理したうえで、生徒に自分の意見を考えさせた。「臓器売買」では、「他人
に迷惑をかけなければ何をしてもよいのか」という幸福追求権に関する論点も提示し活動
を行った。コロナ禍の影響で話し合い活動は控えたが、資料を基に個々の考えは深まった
と感じた。また、「世界初の豚からの心臓移植」のニュースを扱うなど年間を通して「命
とは何か」について考える活動を行うことができた。

講師は、本校教師。授
業で使用している教科
書の資料をもとに、活
動を行った。

2 神奈川県立 高２
地歴
･公民
・社会

ファシズムの台
頭

　ドイツで起きた、ヒトラーの率いるナチ党によるユダヤ人への迫害について学習した。
ナチ党が影響力を拡大した背景やホロコーストで多くのユダヤ人の命が奪われたことを知
ることで、同じ過ちを繰り返さないためにはどうすべきかを考えさせた。

明解　世界史Ａ（帝国
書院）

3 神奈川県立 高３
地歴
･公民
・社会

生命の倫理
家族の課題

　倫理研究の授業展開の中で、生殖技術の開発・安楽死・臓器移植法・バイオテクノロ
ジーの進歩・少子高齢化・育児・介護制度等について現状を説明し、生徒の考えを発言さ
せた。

新聞記事を多用

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【地歴・公民】



4 神奈川県立 高123
地歴
･公民
・社会

右記のとおり

①実施時期：７月
教科等：養護
対象学年：高１～３
テーマ：東日本大震災からレジリエンスを学ぶ
内容：
コロナ禍で当たり前の生活が当たり前でなくなり、生徒のストレス状態が続いている現状
があり、考え方も後ろ向きになる現状があった。このような困難の中でも折れない心を持
ちつつ、日常生活を送るためにはどうしたらよいかを探求した。具体的には東日本大震災
の被害者の方から話を聞き、その時の様子を知り、そこから10年たった今まで、どのよう
な思いで生活をしてきたのか話をきいた。災害から身を守るためにはどうすればよいか、
大切な人との別れから学んだ事などを学ぶことができた。（女川向学館とzoom会議を実
施）
②実施時期：５月
教科等：地歴・公民
対象学年：高１
テーマ：現代社会の諸課題「科学技術の発達と生命」
内容：
Ⅰ　医療技術の発達によって臓器移植による治療が可能になったが、移植を求める人に対
し、臓器提供者の数は圧倒的に少ない。そのため臓器提供先の決定は「命の選択」になる
が、その決定を公平・公正に行うにはどうすればいいのかディスカッションを行った。話
し合いの中で、様々な基準が提案され、より多くの人が同意・納得できる「命の選択」の
あり方について考察を行った。
Ⅱ　「デザイナーベビー」の可能性と妥当性をテーマに、技術的に可能であれば、個人は
何をしてもよいのか、共同体主義からの問題提起をふまえてデザイナーベイビーの是非に
ついて考察を行った。
現代の医学が問う生死の在り方をテーマに、終末期医療、安楽死、尊厳死について考察を
行った。

①女川向学館　教師
②日本臓器移植ネット
ワークHP
映画「私の中のあな
た」

5 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

生命科学と情報
技術の課題

　「人間の生死と生命科学」の在り方について、出生前診断、尊厳死、臓器移植など各種
事例、やまゆり園で起こった不幸な事件などを通じて考えた。

教科書、資料集、
授業プリント

6 神奈川県立 高２
地歴
･公民
・社会

尊厳死と安楽死 　尊厳死や安楽死、ターミナルケア等の授業を通じて、命の大切さを伝えた。

7 神奈川県立 高３
地歴
･公民
・社会

能力主義（メリ
トクラシー）と
人の価値につい
て

　マイケル・ヤング氏が提唱した「メリトクラシーの法則」を参考に、平等な制度のもと
で能力だけに基づいて人々が評価されるようになった現代社会において、平等な競争の結
果としての不平等は容認される風潮があり、結果として「社会の役に立たない」と評価さ
れる人々の「人の価値」が軽視されてしまう価値観について、基本的人権の尊重という意
義と関連付けながら考察した。また、この人の価値を生産性と結びつけてしまう価値観
が、現代社会の様々な差別とつながっていることを理解しながら、多様な事情をもった
人々が共に生きる共生社会の実現に向けて、良識ある公民としてなにをすべきかについて
考察した。

本校所属の教諭による授業
（参考資料）
「The Rise of the
Meritocracy」マイケル・ヤ
ング
「実力も運のうち　能力主
義は正義か？」マイケル・
サンデル



8 神奈川県立 高複合
地歴
･公民
・社会

科学技術の発達
と私たちの生命

　臓器提供と脳死について映像を視聴した。
　レポートの設問には、国内で臓器移植をする場合に根拠とする法律に触れ、尊厳死、安
楽死について考えさせた。講師自身の家族の死に関する話を聴かせ、生と死について考え
させた。また、臓器提供意思表示カードには、自分や家族が臓器提供をする（または受け
る）場面を想像させ、自分事としてどのように意思表示カードに記入するかを考えさせ
た。

9 神奈川県立 高３
地歴
･公民
・社会

いのち

　余命宣告を受けた少年の高校院内学級開設への取組みや最期まで活動したアイドル、命
ある限り生き抜こうとした大学生の話を紹介して生きることの意味を考察させた。
　中島みゆき「誕生」を視聴しながら、歌詞や曲により、愛することや他者との関わりや
自己肯定感についてイメージを広げさせる。その中で「いのち」の始まりについて、赤
ちゃんの人形を抱きしめ、生まれたばかりの赤ちゃんに声をかけるロールプレイを体験さ
せ、「いのち」の愛おしさ・大切さを体感した。

・新聞記事
・ドキュメンタリー番
組
・中島みゆき「誕生」
・赤ちゃんの人形

10 神奈川県立 高２
地歴
･公民
・社会

二つの世界大戦
　世界史A・日本史Aの授業において、二つの世界大戦を扱う。その際、多数の死者・犠牲
者が出た歴史を知り、これから戦争を起こさないために何ができるのか、考える授業内容
を行った。

11 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

「安全保障」に
ついての新しい
考え方の必要性

　貧困、薬物、伝染病の蔓延、人口増加、地球環境の破壊、資源の不足、内戦やテロ活動
など世界中で人々の生命・生活に深刻な影響を及ぼしている問題について取り上げた。国
連開発計画(ＵＮＤＰ)の「人間の安全保障」という概念をもとに、どのような社会(政
治・経済体制)であれば人々の生命・生活を安全に保つことができるかを生徒自身が考
え、生命・安全についての認識を深めさせることができた。

国際連合広報センター
資料

12 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

太平洋戦争

  沖縄戦に至る経過、当時の日本軍の方針、市民が受けた教育などを手がかりとして、24
万人以上の死者を出した要因を探究するとともに、集団自決(強制集団死)が起きた事例に
ついて、証言者の映像を見ながら、命を守るために何をすべきだったかについてディス
カッションする。

教科書、資料集、映像
資料など

13 神奈川県立 高３
地歴
･公民
・社会

人口と食料

  発展途上国で、飢餓による乳幼児死亡数が先進国と比べて高いことを統計で確認し、そ
の原因が自然現象(干ばつなど)による食料生産の減少だけではなく、先進国の食習慣に注
目させ、過度の肉食が本来食料として扱われるべきものを飼料として消費することが、間
接的に飢餓を引き起こしていること、またその解決策について全員で考察する。

教科書、資料集、映像
資料など



14 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

「公害の防止か
ら環境保全へ～
水俣病から考え
るいのちと経済
～」

　四大公害病の一つである水俣病が、どのような被害を生み出したのか、またなぜ被害が
広がってしまったかを理解できるよう授業を行った。当時の新聞記事を活用し、社会情勢
や水俣市民の考えなどを読み取り、水俣病が広まるまでの人々の様子を考察した。また、
「宝子」という言葉で語られた、胎児性水俣病についても学んだ。これからも起こりう
る、科学的な根拠がはっきりしない病気等について、どのような判断が求められるか、各
生徒がそれぞれ自分の意見を考えて記入した。

教科書、プリントを
使用した。また、参考
資料として、熊本日日
新聞の記事を活用し
た。

15 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

科学技術の発達
と生命

　クローン技術や尊厳死・安楽死、出生前診断、臓器移植、ゲノム編集、デザイナーベイ
ビーについて、諸資料を用いて考えさせた。ペア学習をメインとして授業展開をしたが、
全体発表の時間も設定して、クラス全体で意見共有をさせた。尊厳死については、リヴィ
ングウィルを実際に生徒に見せて、安楽死との違いについて考えを深めさせた。出生前診
断は、実際の診断を受けている方の人数や思い、中絶数を提示して、「命の重さ」という
視点も持たせた。臓器移植やデザイナーベイビーは、テーマにした映画やアニメを紹介し
て、思ったことや感じたこと、考えたことを自由に書かせて発表させた。全体を通して、
生徒は仲間の発表や教員の話を聞いて、見方や考え方を広げ、様々な角度から「生命倫
理」について考えることができていた。

現代社会教科書、オリ
ジナルプリント（科学
技術の発達と生命）

16 神奈川県立 高２
地歴
･公民
・社会

地形と災害、防
災について

　日本の地形は複雑に入り組んでおり、日本で暮らす人々は頻発する災害と共存をしなけ
ればならないこと。災害発生時にどうするかを考えるのではなく、自分の命と周囲の命を
守るために日頃から非常時に必要な行動を考えておくことが大切であることを、生徒たち
は調べ学習を通して学んだ。
　また、身の回りにあるもので命をつなぐ方法や、備蓄庫、火災発生時のスタンドパイプ
や消火栓の位置などを知ることで、自分が地域に貢献できることを学んだ。

各クラス、社会科の授
業担当が実施。地理の
教科書や地図帳、ス
マートフォンなどの
ICT機器を使用して調
査を行いながら実施し
た。

17 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

死刑制度と裁判
制度

　死刑制度をめぐる国際的な潮流と日本の状況を学ぶことで、裁判によって人の生命を左
右することが正しいことなのか、罪の重さと命の重さについて考えさせた。

教材：教科書と授業プ
リント

18 神奈川県立 高３
地歴
･公民
・社会

消費者問題

　森永ヒ素ミルク事件において弁護士の引き受け手がいない中、弁護士中坊公平氏が裁判
官から当該事件を担当するよう依頼を受けたとき、原告を原告と呼ばず「被害者」と呼ぶ
ことを許可してくれることを条件に引き受けた。なぜ中坊氏は「被害者」という呼び名に
こだわったのか、周囲と議論させ、考えさせた。

19 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

生存権
　朝日訴訟・堀木訴訟を取り上げ、憲法第25条と裁判所のプログラム規定説との関係を扱
かった上で、差別や貧困などの問題に直面している人々に対して、「健康で文化的な最低
限度の生活」をどのように保障していくのかを周囲と議論させ、考えさせた。



20 神奈川県立 高２
地歴
･公民
・社会

関東
大震災

　「関東大震災」をテーマに日本史Ａの授業を実施した。発生日時、発生状況、その後の
日本社会に与えた状況等を説明。特に地震発生後の火災による甚大な被害状況を説明し
た。生徒からは、「命を守るには、地震だけでなく、火災にも注意が必要である」ことが
理解できたとの感想を得た。その後の阪神淡路大震災及び東日本大震災等の状況を説明、
生徒は、命を守る上で過去の教訓に学ぶことがいかに大事であるか理解できた。

日本史Ａ担当教諭
教科書
「高等学校日本史Ａ新
訂版」（清水書院）

21 神奈川県立 高３
地歴
･公民
・社会

現代日本での生
命倫理を考える

　３学年「現代社会」の授業内で、「クローン人間研究」、「出生前診断」、「安楽死の
法律化」について考えた。生徒たちに、人間の尊厳とそれを社会制度に位置付けることの
難しさを学び、授業の感想等をワークシートに記入することで、生徒自身の考えをまとめ
た。

「現代社会」の「生命
倫理」の単元を利用し
た。

22 神奈川県立 高１
地歴
･公民
・社会

人権教育
「ホームレスと
出会う子供た
ち」

　なぜ若者や子どもによる「ホームレス」襲撃が起こるのか？をテーマにした教材用DVD
を視聴する。DVDの内容は大阪・釜ヶ崎にあるこどもの里が行う「子ども夜まわり」の活
動を軸に、参加するこどもたちの変化や、ホームレス生活をおくる鈴木さんの仕事や生活
の思いが語られている。DVDを通して、「ホームレス」の生活や襲撃事件の実情などに触
れ、なぜ若者や子どもによる「ホームレス」襲撃が起こるのかを生徒に考えさせる。

教材DVD「ホームレス
と出会う子供たち」


